
奈良市立朱雀こども園

評価項目

A B C D E

1 園の教育・保育目標は適切であると思いますか。 74.9 23.6 0.5 0.5 0.5

2 お子さんは、楽しく園生活を送っていますか。 77.8 21.7 0.5 0 0

3 お子さんは、こども園の行事を楽しみにしていますか。 76.6 21.7 0.5 0.5 0.1

4 75 23.4 0.5 0 0.1

5 55.3 36.1 4.2 0.5 3.7

6 64.4 33.5 1.6 0.5 0

7 68.1 28.2 1.1 1.1 1.6

8 72.5 26.5 0 0 1

9 68.3 27.4 1.1 0.5 2.7

10 72.9 27.1 0 0 0

11 70.6 26.4 0.8 0.8 1.6

12 61.2 36.4 1.6 0 0.8

Ⅱ、園経営に関すること

1 68.2 30.3 1.6 0 0

2 61.2 36.2 2.7 0 0

3 60.6 36.7 0.5 0.5 2.1

4 65.4 28.7 2.1 0.5 2.7

令和4年1月21日

保護者の皆様

　　令和3(2021)年度　　こども園教育アンケート結果のお知らせ
　平素は本年の教育・保育にご理解ご協力をありがとうございます.
　さて、二学期末に保護者の皆様にこども園の教育・保育活動全般についてご意見をお伺いする
「教育アンケート」をお願いしましたところ、お忙しい中ご協力ありがとうございました。アン
ケートの集計結果及び考察について報告いたします。尚、224人中188人の回答をいただき、回収
率は83.9％でした。
　この結果を参考にして、朱雀こども園の教育・保育活動がさらに充実したものになるように取
り組みを進めていきたいと考えています。引き続き、園へのご協力をよろしくお願いいたしま
す。

Ⅰ、保育・教育活動に関すること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　%で表示

保育者はお互いに力を合わせて意欲的に保育活動に取り組んでいると思います
か。

保護者の評価

園庭の遊具などの施設や、放送機器等の設備を教育・保育に活用していると思
いますか。

　　Ａ　そう思う　　Ｂ　まあそう思う　Ｃ　あまり思わない　　Ｄ　思わない 　Ｅ　わからない　　　　　　　

園庭・保育室等の清掃・整理・整頓など、環境整備を十分にしていると思いま
すか。

手洗いや、うがい等、健康にかかわる指導は適切にされていると思いますか。

基本的な生活習慣を身に付けるように、適切な教育・保育が行われていると思
いますか。

命を大切にする心や社会のルールを守る指導が適切に行われていますか。

　　０～２歳児のみ

食事・排泄・午睡など安定した生活のもと、一人一人の発達にあった保育が行
われていると思いますか。

　　３～５歳児のみ

「力をつけよう」（体を動かす日）に取り組んでいます。また、運動遊びや戸
外での遊びを通して体力が育っていると思いますか。

手伝いや当番活動などに進んで取り組むなど、こどもに変化が見られますか。

園が出す文書（園だより、クラスだより、お知らせ等）の内容や書き方は、適
切であると思いますか。
子どもたちの園での様子を分かりやすく伝え、家庭と連携し子育てしようとし
ていますか。

園では、子どもに関するプライバシーが守られていると思いますか。

緊急時（警報発令時等）の対応についても、十分知らされていると思いますか



5 58.2 37.1 0 0 4.7

6 64.3 30.8 3.8 0 1.1

7 64.5 33.9 1.6 0 0

8 57.6 33.7 1.6 0 7.1

9 68.5 31 0 0 0.5

10 93.5 6.5 0 0 0

1 63.8 27.4 8.2 0.5 0

2 72 27.6 0 0 0

3 61.8 20.6 5.9 0 11.8

1 一時預かり保育を利用したことがありますか。

2 お子さんは「一時預かり保育」の時間を楽しんで過ごしていましたか。

3

4

1 延長保育を利用したことがありますか。

2 どのような場合利用しましたか。

仕事9・就職活動0・資格取得1・介護1・ボランティア活動0・学校行事6・育児2・健診等1・その他15

はい/39

はい/31

はい/35

いいえ/41

いいえ/2

いいえ/18

　　　　※「はい」と答えた方のみ

1か月にどのくらい利用されていますか。

3日まで13 　５日程度7　　10日以上9　

園ではすべての子どもが共に学び、共に成長する「特別支援教育」に取り組ん
でいると思いますか。
園舎内や園庭の施設整備などの環境整備や安全管理を十分におこなうように努
めていますか。
園には子どものことで気軽に相談できるような雰囲気や体制があると思います
か。
園では地域の方々との触れ合いを通して、豊かな心の成長に取り組んでいると
思われますか。
園ではコロナウイルスを含む感染症（手洗い指導、消毒、清掃、検温等）につ
いて、十分におこなうように努めていますか。

各園にホームページがあることを知っていますか。

　全くみていない９・年1回６６・月1回６９・週1回１２・随時１９

Ⅲ、給食について

お子さんは給食を楽しみにしていますか。

園が保護者に出す文章（献立表）の内容や書き方は適切であると思いますか。

　　　※該当する方のみお答えください

園ではアレルギーの個別対応をしておりますが、アレルギーに対する園の対応
は適切であると思われますか。

Ⅳ、一時預かり保育について（1号認定児の方のみ）

どのような場合「一時預かり保育」を利用しましたか。

（まとめ）
　こども園として開園し4年目となりました。昨年度のアンケートをもとに職員間で話し合いを行い、コ
ロナ禍の中、保護者の方と地域方々のご理解とご協力を頂いて、保育してまいりました。その中で今年
度もアンケートを出させていただき、ほとんどの項目において９０パーセント以上の肯定的な回答（A
「そう思う」B「まあそう思う」）をいただきました。

Ⅰ保育教育に関すること
 昨年度に続き新型コロナウイルス感染症のため様々な制約のある中で、出来る限り、行事や日常の保育
など状況に合わせて安全な遊びの提供を模索してまいりました。乳児は一人一人の発達にあった丁寧な
保育を心がけ、幼児はその上に子どもの自主性を大切に豊かな感性を育めるようにと、子どもたちと共
に作り上げ園生活を過ごしてまいりました。引き続き室内外の環境を整備し、安全安心な保育をしてま
いりたいと思います。

Ⅱ園運営に関すること
　５の「特別支援教育について」はよくわからないが８%でした。
「特別支援教育」とは「共に学び、共に生きる」理念のもと誰もが平等かつ幸福に生きていける社会を
目指すものと定められています。
　こども園では０歳児から５歳児の子どもたちが通園し、子どもたち一人一人の発達や特徴、性格も行
動も違います。得意なこと、苦手なことも違います。そのため、園に通う全ての子どもが園生活をする
ときに困りごとがないように、分かりやすい環境を用意しています。例えば「朝の仕度に時間がかか
る」「何からしたらよいかわからない」場合など、写真で順番を提示しておいたり、おもちゃの片づけ
場所がわかるように写真を貼ったりするなど、仕度のやり方や順番がわかるように視覚化しています。
見ることで自分で出来、出来たことが自信となり次の意欲に繋がります。
　また、今年度は「命」「友だち」など人権について考えることができるように7月と8月に「人権を考
える集い」を行いました。一人一人が違っていてよいこと、一人一人が大切であることを大人が伝えて
いくことで、自尊感情を育くみ自己肯定感の持てる子どもたちに育ってほしいと考えています。

Ⅴ、延長保育について（２・３号認定児の方のみ）  

　　　　※「はい」と答えた方のみ

※Ⅳ・Ⅴなど利用及び理由についてはパーセントではなく人数です。(色掛け）

仕事33・就職活動1・資格取得0・介護0・ボランティア活動0・学校行事0・育児0・健診等1・その他1



（まとめ）
　こども園として開園し4年目となりました。昨年度のアンケートをもとに職員間で話し合いを行い、コ
ロナ禍の中、保護者の方と地域方々のご理解とご協力を頂いて、保育してまいりました。その中で今年
度もアンケートを出させていただき、ほとんどの項目において９０パーセント以上の肯定的な回答（A
「そう思う」B「まあそう思う」）をいただきました。

Ⅰ保育教育に関すること
 昨年度に続き新型コロナウイルス感染症のため様々な制約のある中で、出来る限り、行事や日常の保育
など状況に合わせて安全な遊びの提供を模索してまいりました。乳児は一人一人の発達にあった丁寧な
保育を心がけ、幼児はその上に子どもの自主性を大切に豊かな感性を育めるようにと、子どもたちと共
に作り上げ園生活を過ごしてまいりました。引き続き室内外の環境を整備し、安全安心な保育をしてま
いりたいと思います。

Ⅱ園運営に関すること
　５の「特別支援教育について」はよくわからないが８%でした。
「特別支援教育」とは「共に学び、共に生きる」理念のもと誰もが平等かつ幸福に生きていける社会を
目指すものと定められています。
　こども園では０歳児から５歳児の子どもたちが通園し、子どもたち一人一人の発達や特徴、性格も行
動も違います。得意なこと、苦手なことも違います。そのため、園に通う全ての子どもが園生活をする
ときに困りごとがないように、分かりやすい環境を用意しています。例えば「朝の仕度に時間がかか
る」「何からしたらよいかわからない」場合など、写真で順番を提示しておいたり、おもちゃの片づけ
場所がわかるように写真を貼ったりするなど、仕度のやり方や順番がわかるように視覚化しています。
見ることで自分で出来、出来たことが自信となり次の意欲に繋がります。
　また、今年度は「命」「友だち」など人権について考えることができるように7月と8月に「人権を考
える集い」を行いました。一人一人が違っていてよいこと、一人一人が大切であることを大人が伝えて
いくことで、自尊感情を育くみ自己肯定感の持てる子どもたちに育ってほしいと考えています。

ご意見から

　・いつも笑顔で温かい雰囲気で親子とも安心して登園できます。
　・毎日喜んで園に通う姿が嬉しいです。成長を感じます。
　・一人一人にあった保育をありがとうございます。
　・幼いころから体を動かす遊びに取り組んで下さりとても嬉しいです。
　　　　など保護者のあたたかなお言葉や、子どもたちへの思いのつまったご意見を頂きました。
　
　コロナウィルス感染症については、沢山のご意見をいただきました。先の見えない事に対する不安、
感染することに対しての不安、マスク着用についての不安など、保護者のお子様に対しての思いをお聞
きしました。様々な情報が入り不安もありますが、市と地域と連携を図り、引き続きご家庭のご協力を
いただきながら手洗いやうがいなど子どもたちと安全な保育を進めてまいりたいと思います。
 懇談や家庭訪問なども十分にできない1年でしたが、保護者の皆様に寄り添い、共に成長を喜び、共に
考えていける職員集団になれるように、更に努めてまいりたいと思います。
　また、園庭の遊具や水はけなどの設備面や環境改善、写真撮影と販売についてなどのご意見もいただ
きました。いただいたご意見を生かして、更に充実した保育を心がけていきたいと思います。
　最後になりましたが、コロナウィルス感染症については、マスク着用、手指消毒、検温などの体調管
理から、行事においての予防対応へのご協力により、今年度、大きな状況の変化もなく、子どもたちが
元気に登園し、園運営ができましたこと、職員一同お礼申し上げます。
　引き続き、ご理解とご協力をお願いいたします。

Ⅲ給食について
　給食については、8.7%が楽しみにしていないという結果がありました。好き嫌いがあるというご相談
もありました。色々な食材に慣れ、食事が自分の身体を作り健康につながること等に気づくことがで
き、食事が楽しいと思えるように、栽培や食育の紙芝居など保育の工夫をしていきたいと思います。








